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　チームは次の専門職種で構成され、身体症状の
緩和や精神面のケア、療養場所の調整や意思決定
支援など、さまざまな機関と情報交換を行いなが
ら、幅広く患者やその家族をサポートしています。

緩和ケアチーム

　ケアに関わる専門的知
識と技術を用いて、患者と
その家族をケアします。
　地域全体で緩和ケアが
提供できるように、院内外
のスタッフへの指導、教育
も担当しています。

　

が
ん
な
ど
の
病
気
で
は
、
診
断
や

治
療
を
受
け
る
中
で
、
次
の
よ
う
な

心
と
身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ
ら
さ

を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あなたとともに歩む医療
緩和ケアチームが自分らしい生活を送れるようサポートします

　

心
と
身
体
の
痛
み
や
つ
ら
さ
は
、

患
者
や
そ
の
家
族
に
し
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
つ
ら
い
症
状
が
続
い
て
い

る
、
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
っ
た
ら

良
い
か
不
安
に
感
じ
て
い
る
な
ど

の
場
合
は
、
主
治
医
や
看
護
師
に
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

わ       

が
国
の
緩
和
ケ
ア
は
、
こ

れ
ま
で
が
ん
医
療
を
中

心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
が

ん
以
外
の
疾
患
の
患
者
に
も
不

可
欠
だ
と
広
く
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
も
高
齢

化
を
背
景
に
緩
和
ケ
ア
が
と
て

も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
令
和
２
年
に
緩
和

ケ
ア
認
定
看
護
師
が
誕
生
し
た

事
を
き
っ
か
け
に
チ
ー
ム
を
発

足
し
、
専
門
的
に
緩
和
ケ
ア
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
は
、
患
者
さ
ん
一

人
一
人
の
尊
厳
を
守
り
、
最
期
の

と
き
ま
で
生
に
焦
点
を
当
て
る

こ
と
が
不
可
欠
。
今
後
、
苦
痛
を

緩
和
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
が
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
か
を
共
に

考
え
、
寄
り
添
い
、
共
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

たくさんの人に知ってほしい

　患者一人一人の体調
や症状に合わせた食事
を提供します。

　患者とその家族など
を対象に、相談援助に
よって心理的な支援を
します。

　患者に合わせた個
別 の リ ハ ビ リ テ ー
ションを提供します。
　無理のない動きや
生活の工夫をアドバ
イスします。

　薬に関わる調整や
情報を提供します。
薬の副作用への不安
を和らげ、飲み方など
をアドバイスします。

　痛みなどの身体症
状、不安などの精神
症状を緩和します。

つ
ら
い
状
況
が
続
く
場
合

主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

管理栄養士

緩和ケア認定看護師

理学療法士

薬剤師

医 師

社会福祉士
精神保健福祉士

　患者とその家族を総
合的にサポートします。
　自宅療養の場合は訪
問看護にも対応します。

看護師

　食欲がない、食べ
にくいなどの相談に
も対応します。

患者の心身の状態を共有する
院内カンファレンスの様子

市
立
病
院

心と身体のさまざまなつらさの例

 身体的苦痛  だるさ、痛み、吐き気など

 精神的苦痛  不安、落ち込み、うつなど

 社会的苦痛  医療費、生活費、家族への負担など

 スピリチュアルペイン
 人生の意味、苦しみの意味、死生観
に対する悩みなど望月 泉

いずみ

統括院長

緩
和
ケ
ア
と
は

　
身
体
や
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
痛
み
や
つ
ら

さ
が
あ
る
と
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
支
障
を

来
た
し
、
気
持
ち
も
暗
く
な
り
ま
す
。
痛

み
や
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
、
生
活

し
て
い
く
上
で
も
、
治
療
を
続
け
て
い
く

上
で
も
大
切
な
要
素
で
す
。

　
が
ん
や
心
不
全
な
ど
に
伴
う
身
体
と
心

の
痛
み
や
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
、
生
活
や
そ

の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
考
え
方
が

「
緩
和
ケ
ア
」で
す
。
緩
和
ケ
ア
は
、
病
気

で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
必
要
に
応

じ
て
行
い
、患
者
や
そ
の
家
族
が「
自
分
ら

し
く
」過
ご
せ
る
よ
う
に
支
え
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う

　

こ
れ
ま
で
市
民
が「
緩
和
ケ
ア
」を
受

け
る
た
め
に
は
、
市
外
の
病
院
に
通
院
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
入
院
先
が
少

な
い
事
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
市

立
病
院
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
令
和
２
年
に
身
体
症
状
の
緩

和
や
精
神
面
の
ケ
ア
、
療
養
場
所
の
調
整

な
ど
多
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る「
緩
和

ケ
ア
チ
ー
ム
」を
発
足
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
医
療

機
関
と
し
て
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■問い合わせ先　市立病院☎76-3111

　医療に関わるすべての職種がそれぞれの専門性を生かし、連携して治療にあたる市立病院
のチーム医療の取り組みについて紹介します。
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１
月
１4
日
に
は
令
和
６
年
市
防

犯
隊（
舘
柳
勝
彦
隊
長
）・
交
通
指
導

隊（
八
重
樫
俊
則
隊
長
）合
同
初
点

検
が
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
で

行
わ
れ
、
両
隊
の
隊
員
、
防
犯
・
交

通
安
全
関
係
者
ら
82
人
が
出
席
。

佐
々
木
孝
弘
市
長
は「
経
済
活
動
が

活
発
化
す
る
中
で
、特
殊
詐
欺
被
害

は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、11
月
に
は

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
年
６
カ
月

を
達
成
し
て
い
る
。今
後
も
隊
長
を

中
心
に
、犯
罪
と
交
通
事
故
の
無
い

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、一
致
団
結
し
た
活
動
を
期
待
す

る
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
両
隊
を
代
表
し
て
、防
犯
隊
の
舘

柳
隊
長
は「
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
、市
民
活
動
の
活
発
化
と
と
も
に

防
犯
や
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
を

以
前
の
よ
う
に
行
う
こ
と
が
で
き

た
。市
内
の
犯
罪
の
発
生
状
況
は
前

年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
、地
域
の
安
全

確
保
を
図
っ
て
い
く
。全
国
的
に
高

齢
者
が
関
わ
る
交
通
事
故
や
特
殊

詐
欺
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

高
齢
者
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
も

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
思
っ
て
い
る
」と
、
よ
り
一

層
の
尽
力
を
誓
い
、隊
員
の
士
気
を

高
め
ま
し
た
。

地
域
を

決
意
新
た
に

守
る

　
令
和
６
年
市
消
防
出
初
式
は
１

月
７
日
、市
役
所
本
庁
舎
前
で
消
防

団（
安
保
義
光
団
長
）団
員
4
０
０

人
、
婦
人
消
防
協
力
隊（
石
田
美
枝

子
隊
長
）隊
員
15
人
が
参
加
し
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
、市
議
会
な
ど
の
関

係
者
が
見
守
る
中
、
参
加
し
た
団

員
、協
力
隊
と
消
防
車
両
40
台
が
約

５
０
０
㍍
を
分
列
行
進
し
、
威
風

堂
々
と
し
た
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

安
保
団
長
は「
近
年
は
自
然
災

害
が
全
国
で
数
多
く
発
生
し
て
い

る
。
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
と

の
郷
土
愛
の
精
神
と
、相
互
扶
助・

結
の
心
で
、
よ
り
一
層
の
訓
練
と

技
術
の
習
得
に
励
み
、
地
域
防
災

の
要
と
し
て
市
民
の
安
全
安
心
の

た
め
、
任
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
訓
示
し
、団
員
を
鼓
舞
す

る
と
と
も
に
、
昨
年
７
月
に
逝
去

さ
れ
た
工
藤
民
一
前
団
長
の
遺
志

を
引
き
継
ぎ
、
消
防
団
一
丸
と

な
っ
て
無
火
災
に
向
け
尽
力
す
る

こ
と
を
表
明
。
最
後
は
参
加
者
全

員
で
万
歳
三
唱
し
、
一
年
の
無
火

災
、
無
災
害
を
願
い
ま
し
た
。

　
消
防
出
初
式

合
同
初
点
検

　
交
通
指
導
隊

　
防
犯
隊

消防出初式

防犯隊・交通指導隊合同初点検

安全安心のまちづくり活動に
努めることを誓った舘柳隊長

　

今
年
も
新
春
を
飾
る
市
消
防
出
初
式
と
市
防
犯
隊
・
交
通
指
導
隊
合
同

初
点
検
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
そ
れ

ぞ
れ
が
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

を
開
催

消
防
出
初
式

防
犯
隊
・
交
通
指
導
隊
合
同
初
点
検

寒
中
に
難
行
苦
行
す
る
こ
と

で
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
、

地
域
の
安
寧
な
ど
を
祈
る
寄
木
裸

参
り
は
1
月
16
日
、松
尾
寄
木
の
天

照
皇
大
神
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寄
木
裸
参
り
は
、
岩
手
山
の
噴

火
を
恐
れ
た
住
民
に
よ
っ
て
、
山

の
神
を
鎮
め
る
祈
願
と
し
て

1
7
0
0
年
代
に
始
ま
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
伝
統
行
事
で
す
。

　
出
発
地
点
を
南
寄
木
、
北
寄
木
、

新
田
の
各
集
落
持
ち
回
り
で
行
っ

て
い
る
寄
木
裸
参
り
。本
年
は
北
寄

木
分
館
で
、白
装
束
に
身
を
包
ん
だ

33
人
の
参
加
者
は
、出
発
式
の
神
事

で
は
ら
い
清
め
て
も
ら
っ
た
供
え

物
と「
ハ
サ
ミ
」と
呼
ば
れ
る
白
紙

を
挟
ん
だ
板
状
の
竿
を
持
ち
、天
照

皇
大
神
宮
ま
で
の
約
１
㌔
の
雪
道

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

平 笠裸参り（市指定無形民俗文化財）は１月8日に行わ
れ、平笠小の児童10人を含む33人が白装束に身を包

み、宮田神社から八坂神社までの約８㌔を練り歩きました。
　噴火した岩手山の安穏を祈願したのが始まりとされる平笠
裸参りは、無病息災・家内安全などを願う江戸時代からの伝統
行事です。戦時中には出兵した夫や息子に代わって女性が参
加するようになり、現在も女性の荒行として続いています。
　初めて参加したという金子千

ち ほ

保さん（米国在住）は「能登
半島地震をニュースで知り、自分には祈る事しかできない
と思い参加を決めました。平笠裸参りは、子どもと大人が
入り混じって何百年も続いている素晴らしい伝統行事だと
思います」と感心した様子でした。

江戸時代から続く 正月の伝統行事
祈りを込めて一歩一歩

寄木裸参り Yoriki Area

　正月の伝統行事である裸参りが、市内２つの地区で行われました。
　本号ではそれぞれの行事の様子を紹介します。

裸
参
り
平笠裸参り Hirakasa Area

凛とした表情で出発式に臨む参加者

寒空の下、八坂神社までの道を練り歩く一行

　
氏う

じ
こ子

会
会
長
の
髙
橋
初は

じ
め

さ
ん
は

「
例
年
よ
り
小
学
生
の
参
加
者
が

多
く
、
に
ぎ
や
か
で
う
れ
し
い
。

病
気
や
災
害
な
ど
無
く
、
無
事
に

秋
を
迎
え
ら
れ
れ
ば
良
い
」と
新

年
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
２
歳

か
ら
参
加
し
て
い
る
吉
田
琉る

い生
君

（
寄
木
小
６
年
）は「
寒
か
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
。
今
年
は
中
学
生

に
な
る
の
で
、
勉
強
を
頑
張
り
た

い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

ほら貝の音を響かせながら歩みを進める一行神事では無病息災などに加え能登半島地震の復興も祈願

0405 No.344 ◎2024．2.8



　市は経済的な理由で修学が困難な学生に
対し、奨学金を貸し付けます。

　市は将来、市内で看護師として就業を目
指す人に対し、修学資金を貸し付けます。

　

市
は
通
学
に
関
わ
る
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
生
の
通
学
定
期

券
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関

▼
J
R
東
日
本（
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
）

▼
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
㈱
▼
岩
手
県
交

通
㈱
▼
岩
手
県
北
自
動
車
㈱
▼
秋
北
バ
ス
㈱

▼
J
R
バ
ス
東
北
㈱

■
補
助
対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、居

住
し
て
い
る
学
生（
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）の

保
護
者
※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
へ

通
う
学
生
は
対
象
外

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

を

　経済的な理由で修学が困難な人を支援する、市の奨学
金の令和６年度の募集内容は次のとおりです。併せて通
学定期購入費の助成制度についてもお知らせします。

看護学生を応援する奨学金修学が困難な学生へ奨学金

八幡平市の奨学金・通学定期購入費助成のお知らせ

■対象　市内に住所を有する人の子で、高校
や大学、各種学校に進学または在学する成績
優秀な学生（貸付人数の枠あり）
■貸付金額　
▼高校　月額２万円以内
▼大学（短期大学を含む）　月額３万円以内
▼その他の各種学校　月額３万円以内
■償還条件　無利子（学校卒業後、１年間は据
え置き、その後８年以内で月賦償還）
■必要書類　
❶申請書（連帯保証人２人必要）
❷家族調書　❸学業成績証明書
❹本人の住民票抄本
❺在学証明書（入学者は合格通知書の写し）
■選考方法　奨学生選考委員会で決定
■申し込み方法　必要書類を教育総務課に直
接持参し、申し込みしてください（※郵送によ
る申し込みは不可）。申請書と家族調書は、市
ウェブサイトからダウンロードするか、同課ま
たは西根・安代各総合支所から交付を受けてく
ださい。
■申込期限　３月25日㈪
■問い合わせ先　教育総務課総務係（☎・内線
１３９９）

■対象　看護学生２人（看護学校などに入学
（在学）する人）
■貸付金額　月額８万円以内
■償還免除　市内に居住し、市内医療施設など
で看護師として５年間従事した場合
■必要書類
❶申請書
❷保証人連署の誓約書

（印鑑登録証明書添付必要）
❸戸籍個人事項証明書または戸籍抄本
❹履歴書　❺健康診断書
❻在学証明書および学業成績証明書（在学中
に限る）
❼合格通知書の写し（入学前に限る）
■申し込み方法　必要書類を健康福祉課に持
参するか、書留郵便（必着）で提出してくださ
い。申請書と誓約書は、市ウェブサイトから
ダウンロードするか、同課から交付を受けて
ください。
■申込期限　３月８日㈮
■問い合わせ先　健康福祉課健康推進係

（☎・内線１０９２）

学びたい

通
学
定
期
購
入
費
の

10
㌫
を
補
助
し
て
い
ま
す

応援 します

■
補
助
金
額
　
通
学
定
期
券
購
入

費
の
10
㌫
の
金
額（
10
円
未
満
は
切

り
捨
て
）

■
申
請
書
の
提
出
期
限　
定
期
券
使
用
期

間
が
切
れ
る
日
の
翌
年
度
４
月
30
日
ま
で

■
申
請
書　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
教
育
総
務
課
ま
た
は
西

根
・
安
代
各
総
合
支
所
で
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
※
大
更
駅
、
好
摩
駅
、
岩
手
県
北

バ
ス
八
幡
平
営
業
所
で
も
交
付
し
て
い
ま

す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
総
務
係

（
☎
・
内
線
1
3
6
3
）

　
学
校
統
合
検
討
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
統
合
新
設
校
の
建
設
予
定
地
選
定

の
た
め
、
次
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

西
根
中
、
西
根
第
一
中
、
松

尾
中
の
３
校
を
優
先
し
て

統
合
し
、
新
設
校
を
建
設

　
統
合
に
よ
り
生
徒
数
を
確
保
し
、中
学
生

と
し
て
経
験
さ
せ
た
い
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

や
活
動
体
験
の
機
会
と
場
を
保
障
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
安
全
で
快
適
な

計画計画
　

市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
の
小
中
学
校

の
教
育
環
境
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
を

ま
と
め
、
第
３
期
の
小
中
学
校
適
正
配
置

計
画
を
昨
年
３
月
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
西
根
・
松
尾
地
区
の
３
中
学
校

の
統
合
な
ど
を
内
容
と
し
た
計
画
で
、
本

市
に
お
け
る
教
育
環
境
整
備
の
方
向
性
を

示
す
も
の
で
す
。

　
本
号
で
は
、計
画
に
基
づ

く
本
年
度
の
取
り
組
み
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計画はこちら

市内の小中学校では、タブレットや
大型ディスプレーなどの ICT機器を
活用し授業を進めています

学
習
環
境
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
現
代
の
課
題
に
対

応
し
ま
す
。

◢

取
り
組
み
状
況

取
り
組
み
状
況

0101

　

良
好
な
日
照
状
況
や
、
主
要
道

路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
、
必
要
と
す

る
敷
地
面
積
の
確
保
な
ど
、
快
適

な
教
育
環
境
に
関
す
る
こ
と
。

　
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
性
、
近

隣
の
公
共
施
設
や
小
学
校
と
の
連
携

な
ど
、立
地
環
境
に
関
す
る
こ
と
。

　
土
地
取
得
、イ
ン
フ
ラ
整
備
、必

要
な
事
務
手
続
き
の
容
易
性
、支
障

と
な
る
構
造
物
や
周
辺
へ
の
影
響

な
ど
、環
境
整
備
に
関
す
る
こ
と
。
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計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、教
育
委

員
会
だ
け
で
は
な
く
、関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
総
務
課（
☎
・
内
線
１
３
６
１
）

◥

西
根
地
区
お
よ
び
松
尾
地
区
の

小
学
校
の
統
合
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
結
果
や
住
民
説
明
会
で

の
要
望
を
踏
ま
え
改
め
て
検
討

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」を
目
指
し
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
地
域
と
の
良
好
な
関
係
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。
将
来
的
な
学
校
の
統
合

は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

統
合
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
十
分
時
間

を
か
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◢

取
り
組
み
状
況

取
り
組
み
状
況

計画計画　
西
根
、
松
尾
地
区
内
の
中
学
校
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
内
容
を
集
計
・
分
析
し
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
ま
と
め
、

検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

0303

安
代
中
を
中
心
に
、安
代
小
・
田

山
小
と
の
小
中
一
貫
教
育（
小

小
連
携・小
中
連
携
）を
推
進

　
安
代
地
区
の
３
校
で
、
義
務
教
育
９
年

間
を
見
通
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
、
リ

ン
ド
ウ
学
習
な
ど
、
地
域
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
教
育
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
を

相
互
に
補
い
、
交
流
や
学
び
合
い
、
集
団

と
し
て
の
学
習
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ

り
、望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
ま
す
。

　
安
代
地
区
小
中
学
校
一
貫
教
育
検

討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
安
代
地
区
の
小
学
校
間
の
連
携
、小

中
学
校
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

◢

取
り
組
み
状
況

取
り
組
み
状
況

計画計画
0202

0101

0202

0303

子どもたちの

より良い教育環境の構築を目指してより良い教育環境の構築を目指して

小
中
学
校
の

し
て
い
ま
す

や

を

小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
に
基
づ
き
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ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
で

お
も
し
ろ
賞
を
受
賞

　
県
内
の
市
町
村
が
15
秒
の
C
M

を
制
作
し
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

P
R
す
る
テ
レ
ビ
番
組「
I
A
T

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞（
㈱
岩
手
朝

日
テ
レ
ビ
主
催
）」で
、市
か
ら
出
品

し
た「
よ
く
気
付
い
た
ね
！
」が
、お

も
し
ろ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
岡
堀
真ま

あ
さ麻

さ
ん
が
制
作
し
た
も

の
で
、独
自
の
視
点
か
ら
市
の
魅
力

を
コ
ミ
カ
ル
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
視
聴
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課

広
報
広
聴
係（
☎・内
線
1
2
0
3
）

　
市
は
市
営
牧
野
の
管
理
運
営
を

新
岩
手
農
業
協
同
組
合
に
委
託
し

て
い
ま
す
。
牧
野
の
利
用
申
請
は

２
月
か
ら
新
岩
手
農
業
協
同
組
合

八
幡
平
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー（
以

下
、営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）で
受
け

付
け
ま
す
。

■
利
用
牧
野　
七
時
雨
牧
野
・
長

久
保
牧
野

■
利
用
期
間　
5
月
か
ら
11
月
ま

で（
予
定
）

市
営
牧
野
の
利
用
申
請

受
け
付
け
は
２
月
か
ら

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
３
月
１
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
畜
産
酪
農
課（
☎
75・１
１

１
１
ま
た
は
農
林
課
畜
産
係（
☎・

内
線
１
３
３
６
）

■
対
象
家
畜　
乳
用
牛
・
肉
用
牛

■
提
出
書
類

①
牧
野
放
牧
許
可
申
請
書

②
黒
毛
和
種
の
場
合
は
登
録
書
の

写
し

■
申
し
込
み
方
法　
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
畜
産
酪
農
課
か
ら
交
付
を

受
け
た
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。
期
間
内
に
申
し
込
み
が
な

い
場
合
は
、
放
牧
で
き
な
い
こ
と

　

県
緑
化
推
進
委
員
会
八
幡
平

支
部
で
は
、
６
年
度
緑
化
推
進
事

業（
苗
木
配
布
な
ど
）の
要
望
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
治
会
や

地
区
で
、
植
樹
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
３
月
８
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業

係（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

植
樹
で
緑
化
を
推
進

苗
木
を
配
布
し
ま
す

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、毎
年

4
月
1
日
現
在
で
所
有
ま
た
は
使

用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

車
両
を
処
分
、
譲
渡
し
て
い
て
も
、

廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
３

月
29
日
㈮
ま
で
に
行
わ
な
い
と
６

年
度
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が

軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
手

続
き
は
、
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民

税
係（
☎
・
内
線
１
１
３
４
）

詳細はこちら﻿

選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

工
藤
哲
之
進
君
が
優
秀
賞

　
５
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
審
査
、
小

学
校
の
部
で
、
田
頭
小
５
年
の
工

藤
哲て

つ
の
し
ん

之
進
君
の
作
品
が
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
内
38
の

小
学
校
な
ど
か
ら
6
4
8
点
の

応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
次
ぐ

優
秀
賞
15
点
に
選
ば
れ
た
工
藤
君

の
作
品
で
は
、
一
票
の
投
票
で
未

来
を
変
え
て
い
く
と
い
う
様
子
が

明
る
い
タ
ッ
チ
で
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

県
で
は
今
後
１
年
間
、
作
品

を
選
挙
啓
発
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局（
☎・内
線
1
2
2
0
）

詳細はこちら﻿

　
市
は
住
民
税
が
非
課
税
の
高
齢

者
世
帯
、障
が
い
者
世
帯
、ひ
と
り

親
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
冬
期
間
に
お
け
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、次
の
世
帯

に
対
し
、
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
住
所
要
件　
令
和
５
年
12
月
1

日
現
在
で
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯

■
対
象
世
帯
　
５
年
度
住
民
税
が

非
課
税
の
、
次
の
い
ず
れ
か
の
世

帯
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
世
帯

①
高
齢
者
世
帯　
65
歳
以
上
の
人

で
構
成
さ
れ
る
世
帯（
６
年
3
月

31
日
ま
で
に
満
65
歳
に
達
す
る
人

を
含
む
）

②
障
が
い
者
世
帯　
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
ま
た
は

障
害
基
礎
年
金
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
の
い
る
世
帯
お
よ
び

要
介
護
認
定
４
、
要
介
護
認
定
５

な
ら
び
に
特
定
疾
患
医
療
を
受
け

て
い
る
人
の
い
る
世
帯

③
ひ
と
り
親
世
帯　
児
童
扶
養
手

当
法
に
規
定
す
る
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯
ま

た
は
養
育
者
世
帯

■
受
給
権
者　
世
帯
主

■
給
付
額　

１
世
帯
に
つ
き

７
千
円

■
申
請
方
法

該
当
す
る
と
想
定
さ
れ
る
世
帯

に
は
、こ
の
冬
季
特
別
対
策
助
成
の

お
知
ら
せ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

５
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
者
が

い
る
世
帯
な
ど
に
は
、市
で
課
税
情

報
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、お
知

ら
せ
を
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら﻿

　
市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
価

格
な
ど
の
物
価
高
騰
が
続
く
中

で
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
次
の
世
帯
に
対
し
、
給
付
金
を

■
住
所
要
件　
令
和
５
年
12
月
1

日
現
在
で
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯

■
対
象
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯　
世
帯
全

員
の
５
年
度
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯

※
世
帯
の
全
員
が
、
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
他
の
親
族（
別
世

帯
も
含
む
）か
ら
税
法
上
の
配
偶

者
控
除
、扶
養
控
除（
年
少
扶
養
を

含
む
）の
対
象
に
な
っ
て
い
る
世

帯
を
除
く

②
家
計
急
変
世
帯　
予
期
せ
ず

５
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
家

計
が
急
変
し
、
同
一
の
世
帯
全

員
の
５
年
度
住
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

※
世
帯
の
全
員
が
、
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
他
の
親
族
か
ら
扶

養
を
受
け
て
い
る
世
帯
を
除
く

■
受
給
権
者　
世
帯
主

■
給
付
額　

１
世
帯
に
つ
き

７
万
円

※
給
付
金
は
、
原
則
と
し
て
世
帯

主
の
本
人
名
義
の
金
融
機
関
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
。

■
申
請
方
法

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
　
給
付

金
の
支
給
対
象
に
該
当
す
る
見

込
み
の
世
帯
に
確
認
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
が
、
５
年
1
月
2
日

以
降
に
転
入
者
が
い
る
世
帯
な

ど
に
は
、
市
で
課
税
情
報
を
把
握

し
て
い
な
い
た
め
、
お
知
ら
せ
を

発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯
　
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
世
帯
全

員
の
同
一
月
の
収
入
を
確
認
で

き
る
書
類
や
振
込
口
座
の
写
し

な
ど
の
必
要
書
類
を
添
付
し
、
持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
地

域
福
祉
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
、
田
山

支
所
か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
期
限　
６
年
３
月
15
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
福
祉
課 詳細はこちら﻿

支
給
し
ま
す
。

実
技
指
導
や
助
言
を
行
う

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
を
募
集

市
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、

地
域
と
行
政
と
の
連
携
調
整
や
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
指
導
、
助
言
を

行
う
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
要
件　
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る

②
６
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳

以
上

③
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
熱
意
を

も
っ
て
活
動
で
き
る

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
任
期　
４
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
期
限
　
２
月
21
日
㈬

■
応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

課
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
文

詳細はこちら﻿

化
ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係（
☎・内
線

１
1
4
7
）

福
祉
総
務
係（
☎・内
線
1
1
1
3・

1
1
1
4
・
1
1
1
5
）

物
価
高
騰
支
援
給
付
金
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

冬
の
生
活
を
支
え
る
助
成

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
支
給

　
詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
2
月
29
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎・内
線
1
1
1
3・

1
1
1
4
・
1
1
1
5
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

新
た
に
髙
橋
淳
さ
ん
を
委
嘱

　
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
、
行
政
な
ど
の
適
切
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
ぐ
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
、
髙
橋
淳あ

つ
し

さ
ん
＝
わ

し
森
＝
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
は
駅
前
、わ

し
森
地
区
で
、
任
期
は
令
和
5
年

11
月
24
日
か
ら
令
和
７
年
１1
月
30

日
ま
で
で
す
。

　
そ
の
他
の
地
区
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎・内
線
1
1
1
５
） 詳細はこちら﻿

受賞を喜ぶ工藤君（右）と田頭小の高畑校長﻿

（左から）目録と賞状を手にする制作者の岡堀さん、
佐々木孝弘八幡平市長と岩手朝日テレビの浪岡功さん

08No.344 ◎2024．2.809



市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

令和５年度「広報はちまんたい」広告代理店

介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1097

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1104

子育てのための子育てのための
施設等利用給付制度施設等利用給付制度

　現在、３歳から５歳までの子どもや住民税非課
税世帯の０歳から２歳までの子どもが保育所など
を利用する場合、保育料・利用料が無償となって

対象施設・事業 ※対象児童の年齢 上限額（月額） 保育の必要性
新制度未移行の幼稚園 満３歳児以上 25,700 円 不要

幼稚園、認定こども園の預かり
保育

３歳児以上 11,300 円 必要
満３歳児
（住民税非課税世帯） 16,300 円 必要

保育所などを利用していない子
どもの、認可外保育施設や一時
預かり事業など

３歳児以上 37,000 円 必要
０歳児～２歳児
（住民税非課税世帯） 42,000 円 必要

※対象児童の年齢
は、各年度の4月1
日時点の年齢を、満
3歳児は年度途中に
3歳に達した児童を
指します。

◆保育の必要性　保護者が次の①～⑧のいずれか
の理由に該当している必要があります。
①１カ月6０時間以上働いている。②妊娠中または
出産後間もない。③病気や負傷、心身に障がいが
ある。④同居（長期入院を含む）の親族を常時看
護・介護している。⑤火災や風水害などで被害を
受け、その復旧に当たっている。⑥求職活動を継
続的に行っている。⑦就学しているまたは職業訓
練を受けている。⑧　①～⑦以外の特別な事情で、
保育が必要と認められる場合。

【表】　無償化対象事業、児童の年齢や無償化対象上限額など

詳細はこちら﻿

がありますがあります

◆申請方法　保育を必要とする理由など
によって必要な書類が異なりますので、
問い合わせの上、申請してください。

　
寒
さ
や
感
染
症
の
心
配
か
ら
外
出

を
控
え
、家
で
過
ご
す
事
が
多
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
動
か
な
い
事
に
よ

り
、
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）状
態
に
な
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。

■
フ
レ
イ
ル
と
は
？

動
か
な
い
事
で
食
欲
が
湧
か
ず
、

欠
食
が
続
く
と
栄
養
不
足
に
な
り
、

筋
肉
量
や
活
力
、
認
知
機
能
の
低
下

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は

単
な
る
身
体
の
衰
え
だ
け
で
は
な
く
、

気
持
ち
の
落
ち
込
み
や
や
る
気
の
低

下
、
閉
じ
こ
も
り
や
会
話
を
す
る
機

会
の
減
少
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
重
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

■
フ
レ
イ
ル
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

３
つ
以
上
当
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル

の
、
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ

ル
予
備
軍
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
フ
レ
イ
ル
」予
防
で

「
フ
レ
イ
ル
」予
防
で

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

■
フ
レ
イ
ル
の
予
防
法

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ
と
で
介

護
予
防
、
感
染
症
に
負
け
な
い
体
づ

く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
家
事
や
体
操
、
散
歩
な
ど
を
し

て
、
座
っ
て
い
る
時
間
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
歩
く
と
き
は
歩
幅
を
大
き

く
、
ゆ
っ
く
り
と
動
く
こ
と
で
筋
肉

に
刺
激
を
与
え
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
椅
子
を

使
っ
て
左
右
の

足
を
上
げ
下
げ

し
た
り
、
片
足

立
ち
し
た
り
す

る
な
ど
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
と
よ
り

効
果
的
で
す
。

▼
１
日
３
食
欠
か
さ
ず
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

筋
肉
を
つ
く
る
た
め
に
、
た
ん
ぱ
く

質（
肉
・
魚
・
大
豆
製
品
・
卵
な
ど
）

も
積
極
的
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

▼
毎
食
後
や
寝
る
前
に
歯
磨
き
を
し

て
、口
の
中
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
で
き
る
だ
け
毎
日
、
家
族
や
友
人

と
会
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
体
重
が
減
っ
た（
１
年
で
２
～
3
㌔
程
度
）

□
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

□
買
い
物
で
重
さ
が
２
㌔
程
度
の
物
を
運
ぶ

の
が
困
難
に
な
っ
た

□
横
断
歩
道
で
青
信
号
の
間
に
渡
る
の
が
難

し
く
な
っ
た

□
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
た

います。下表の事業を利用している人も、無償化
の対象となる場合がありますので、該当する場合
は地域福祉課で手続きをしてください。
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■発熱など症状がある場合は
かかりつけ医またはいわて健康フォ

ローアップセンターに電話相談を
▶いわて健康フォローアップセンター（☎
0570-089-005＝24時間対応）または可能な限
り平日・日中に外来対応医療機関へ相談・
受診
▶外来対応医療機関は右の
ＱＲコードを参照

新型コロナウイルス感染症についての相談先

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

口
座
振
替
が
お
す
す
め

　
市
は
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取

り
組
む
た
め
に
策
定
す
る「
市
地

公
共
交
通
計
画
案
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

域
公
共
交
通
計
画
」案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
２
月
16
日
㈮
か
ら

３
月
６
日
㈬
ま
で

■
閲
覧
場
所　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支

所
、
田
山
支
所
窓
口
の
ほ
か
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

■
意
見
の
公
表　
取
り
ま
と
め

の
上
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
や
修
正
内
容
を
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど

は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
２
月
16
日

か
ら
閲
覧
可
能
で
す
。

■
提
出
方
法　
任
意
の
様
式
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見

を
記
載
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
参
考
様

式
を
掲
載
予
定
で
す
。

推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内
線

１
4
5
2
）

　
岩
手
山
・
八
幡
平
・
安
比
高
原

50
ｋ
ｍ
ト
レ
イ
ル
協
議
会
で
は
、

地
球
環
境
や
八
幡
平
の
自
然
に
興

味
・
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
基

調
報
告
お
よ
び
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

自
然
に
つ
い
て
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
で
納
付
す
る
と
、
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
時
間
や
手
間
が
省
け
る

と
と
も
に
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
前
納（
前
払
い
）す

る
と
、
６
カ
月
分
で
約
1
1
3
0

円
、
１
年
分
で
約
4
1
5
0
円
、

２
年
分
で
約
1
万
6
1
0
0
円
が

割
引
に
な
り
ま
す
。

■
前
納
の
申
込
先　
年
金
事
務
所

ま
た
は
口
座
振
替
を
行
う
金
融
機

関
の
窓
口

■
申
込
期
限　
２
月
29
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
0
5
7
0
・
05
・

1
1
6
5
）、
市
民
課
国
保
年
金

係（
☎
・
内
線
1
0
7
4
）

■
日
時　
２
月
25
日
㈰
午
後
１

時
半
か
ら

■
場
所　

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー

■
内
容

▼
基
調
報
告　
「
50
ｋ
ｍ
ト
レ
イ

ル
基
調
報
告
」

▼
講
演
　「
極
寒
の
地
南
極
探
見

5
0
0
日
」

▼
講
師　
岩
手
日
報
記
者　
菊
池

健け
ん
せ
い生
氏

▼
写
真
展
示　
八
幡
平
国
立
公
園

協
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

■
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会
事
務

局（
☎
78
・
3
5
0
0
）、
商
工
観

光
課
観
光
振
興
係（
☎
・
内

線
１
３
１
６
）

　
気
温
が
お
お
む
ね
氷
点
下
４
度
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

※イベントの写真は過去の様子です

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日 午前中
耳鼻科 毎週水曜日 午前中
循環器内科 毎週水曜日 １0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日 午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日 １４：００～
神経内科 第３木曜日 １0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　 9：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日 午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） 本田医院（☎35-3002）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
平舘クリニック（☎74-3120） 大里医院（☎22-1251）

大湯リハビリ病院（☎37-3511）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。

▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
すみれ薬局（☎78-8075） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
白樺薬局（☎74-3363） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※ 新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（市役所本庁舎、大更コ
ミセン）

■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（安代総合支所）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■ピラティス　10：00～11：30
(市総合運動公園体育館)
■雪上ゴルフチャンピオン大
会　13：30～(田山グラウンド)
※２２日まで（２２日は１１時開始）

■天皇誕生日
■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）本田医院▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）黒沢薬局

■市議会３月定例会・施政方
針演述、議案審議ほか（予定）

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・休会
（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■のびのび健康体操教室
10：00～11：00(田頭コミセン)

■図書館休館日（図書整理日）

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・休会
（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■図書館休館日（蔵書点検）　
※8日まで

■乳 児 健 診・１ 歳 児 健 診
【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　12：50～14：50
（松尾地区内）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■インドアノルディック
ウ ォ ー キ ン グ　10：00～
11：00(市総合運動公園体育館)
■移動図書　13：00～14：40

（松尾地区内）

■のびのび健康体操教室
10：00～11：00(田頭コミセン)

■市議会３月定例会・休会
（予定）

■市議会３月定例会・一般質
問（予定）

■市議会３月定例会・一般質
問（予定）

■市議会３月定例会・一般質
問（予定）

■市議会３月定例会・一般質
問（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■移動図書（回収）　13：00～
15：00（荒沢地区）
■チューブトレーニング
10：00～11：00(市総合運動公
園体育館)

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■移動図書（回収）　12：00～
14：30（田山地区）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■２歳６カ月児歯科健診

【受付】　14：00～14：15（市役所
多目的ホール棟）

■チューブトレーニング
10：00～11：00(安代地区体育
館)

■市議会３月定例会・議案審
議、予算特別委員会（予定）

■市議会３月定例会・予算特
別委員会（予定）

■市議会３月定例会・予算特
別委員会（予定）

■市議会３月定例会・予算特
別委員会（予定）

■市議会３月定例会・予算特
別委員会（予定）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■ シ リ ウ ス チ ャ レ ン ジ 　
18：30～20：00(博物館)

■八幡平ＣＵＰオープンテニ
ス 大 会　8：30～(アリーナま
つお)

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）リリィ薬局
西根店・（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■大更コミセンサークル発
表会　9：30～12：30(大更コミ
セン)
■ボタニカルキャンドルづ
くり　10：00～12：00(博物館)

■県クロスカントリースキー
田山大会　8：30～(田山クロ
スカントリーコース)

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）すみれ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■ 寺 田 コ ミ セ ン ま つ り
9：30～15：00(寺田コミセン)
※１０日まで（10日は１0時開始）
■おはなしのじかん　11：00～
11：30、14：30～15：00(図書館)
■Story Time　15：00～15：30

（図書館）

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番薬
局（市内）柏台薬局（鹿角）花輪調
剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■春のハーバリウム（植物標
本）づくり　10：00～12：00(博
物館)

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）白樺薬局・

（鹿角）日本調剤鹿角薬局
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夜空で一番明るい星を見つけよう！
「シリウスチャレンジ」２月２４日（博物館）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

3月15日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 3月14日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1062 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。
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2月19日 3月17日

今年はプロ・アマ７組が披露する予定
「大更コミセンサークル発表会」3月2日

今年も笑わせます”寺田喜劇団”
「寺田コミセンまつり」3月9、10の両日

入れ！「雪上ゴルフチャンピオン大会」
2月21、22の両日（田山グラウンド）
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
◆掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
◆掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事
を優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利を目的とした企業や団体は、広告枠をご利用ください。

車検など手続きは早めに 
３月はとても混雑します

　自動車の検査や登録手続きは、
毎年３月に集中し、窓口や車検場
が大変混雑します。
　車検や名義変更、住所変更、廃
車などの手続きは、できるだけ
早めに済ませましょう。車検は
有効期限の１カ月前から受けら
れます。
■受付時間　平日午前８時45分
から１１時45分まで、午後１時から
４時まで
■問い合わせ先　東北運輸局岩手
運輸支局（☎050-5540-2010）
■軽自動車の問い合わせ先　軽自
動車検査協会岩手事務所（☎050-
3816-1833）

犯罪被害者に寄り添う 
ボランティアを募集中

　（公社）いわて被害者支援セン
ターでは、犯罪被害者とその家族に
対し、電話などでの相談対応や病
院、裁判所への付き添いなどを行う
支援活動員を募集しています。
■応募期限　３月31日㈰まで
■応募条件　①25歳から65歳くら
いまでの心身が健康な人②５月か
ら１２月までの月1回程度の平日に
養成講座を受講できる人
■問い合わせ先　同センター

（☎019-621-3750）

学童保育クラブで 
勤務する職員募集

　6年度に学童保育クラブで勤
務する職員を募集しています。男
女は問いません。
■業務内容　小学生の見守りや育
成など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務場所（学童保育クラブ）
①大更②大更第二③東大更④平笠
⑤田頭⑥平舘⑦寺田⑧松野⑨寄木
⑩柏台⑪あしろ⑫田山
■勤務日　月曜日から土曜日まで
■応募期限　2月29日㈭
■問い合わせ先　▶①から④まで

（特非）あそぼっこ（☎68-7677）、
▶⑤から⑫まで（特非）七時雨いき
いきネットワーク（☎77-2750）

子育て相談・援助の 
アドバイザーを募集

　6年度にたからっこ広場（大更
学童保育クラブ内）で勤務する子育
てアドバイザーを募集しています。
■業務内容　子育てに関する相談
や援助など
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務日　月曜日から土曜日まで
※水曜日を除く
■応募期限　２月29日㈭
■問い合わせ先　（特非）あそぼっ
こ（☎68-7677）

八幡平山頂レストハウス
従業員を募集しています

　（一社）市観光協会では、八幡平
山頂レストハウスの季節雇用従業
員を若干名募集しています。
■業務内容　売店や食堂での接
客、施設管理など
■雇用期間　４月中旬から11月
上旬まで
■応募資格　市内在住で松尾八幡
平ビジターセンターまで通勤可能
な人
■応募方法　市販の履歴書に記入
し、同協会に郵送または持参
■応募期限　３月15日㈮
■申し込み・問い合わせ先　同協
会（☎78-3500）

アマチュア無線技士の
免許を取得しませんか

　七時雨アマチュア無線クラブで
は、第４級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開きます。
■日時　3月2日㈯、3日㈰のい
ずれも午前９時から午後５時まで
■場所　西根地区市民センター
■受講料　23,150円　※ただし
18歳以下の人は9,850円
■申込期限　2月26日㈪
■申し込み・問い合わせ先　同ク
ラブ・澤口（☎090-7075-7972）

社会が求める国家資格 
危険物取扱者試験実施

　（一財）消防試験研究センター県
支部では、危険物取扱者試験(乙種
第４類のみ)を盛岡市で行います。
■試験日　3月23日㈯
■申請期間　▶電子申請　2月12
日㈪から19日㈪午後５時まで▶
書 面 申 請　 2月15日㈭から２月

若者のための就職相談会 
適職診断も行っています

　もりおか若者サポートステー
ションでは、15歳から４９歳まで
の人を対象に無料就職相談会を
開きます。
■日時　3月18日㈪　▶午後１時半
から▶２時半から※いずれも１組

林業界で働く人のため 
退職金制度があります

　林業退職金共済（林退共）制度は、
林業現場で働く人のための退職金
制度です。事業主が労働者の働い
た日数に応じて掛け金となる共済
証紙を共済手帳に貼り、労働者が
林業界を辞めたときに林退共から
退職金を受け取ることができます。

労者退職金共済機構林業退職金共
済事業本部（☎03-6731-2889）

詳細はこちら﻿

■特徴　掛け金の一部が
免除され全額経費となる
■問い合わせ先　（独）勤

共同生活や野外活動から
友達作りの楽しさを学ぶ

　（公財）国際青少年研修協会で
は、小学2年生から6年生までを
対象に「ちびっこ探検学校ヨロン
島」の参加者を募集しています。
■日程　３月26日㈫から４月1日
㈪まで
■場所　鹿児島県大島郡与論町
■申込期限　3月6日㈬
■問い合わせ先　同協会

（☎03-6825-3130）

就農を志す人たちを支援 
特別専攻科入学生を募集

　盛岡農業高校では、６年度特別
専攻科二次募集をします。週２日
登校で修業年限は２年間。畜産専
攻生は家畜人工授精師、受精卵移
植師の資格取得が可能です。

19日㈪から３月４日㈪まで
■問い合わせ先　同校特別専攻科

（☎019-688-4211）

詳細はこちら﻿

■試験内容　面接と作文
■試験日　3月11日㈪
■申し込み期間　2月

日本の未来を築く 
国家公務員を募集

　人事院では、国家公務員採用試
験を行います。
■職種　①総合職（院卒者・大卒
程度）②一般職（大卒程度）
■第１次試験日　①3月17日㈰
②６月2日㈰
■申込期間　①２月２６日㈪まで
②２月２２日㈭から３月２５日㈪まで
■申し込み方法　国家公務員試験

■問い合わせ先　同院東北事務局
第二課試験係（☎022-221-2022）

詳細はこちら﻿

採用情報NAVIから
インターネットでの申し
込み

あなたの声を県政に 
生かしてみませんか

　県では、県政に関するアンケー
トに回答する希望郷いわてモニ
ターを100人程度募集しています。

詳細はこちら﻿

介護福祉士を目指す人へ 
ハロートレーニング実施
県では、離職者や転職者など再

就職を希望している人を対象に、
民間の専門学校で専門知識を習得
するハロートレーニング（公共職
業訓練）を行っています。
　授業料は無料ですが、テキスト
代・材料費・資格試験受験料など
の費用は自己負担となります。
■募集コース　介護福祉士養成科
■訓練期間　4月（入学式）から
8年3月までの2年間
■訓練実施予定施設　①北日本
医療福祉専門学校②盛岡医療福
祉スポーツ専門学校③専修大学
北上福祉教育専門学校

①の詳細﻿ ③の詳細﻿②の詳細﻿

■募集人員　各施設 4人程度
■申し込み期限　2月21日㈬
■申し込み・問い合わせ先　ハ
ローワーク盛岡（☎019-624-
8903）、ハローワーク盛岡菜園庁舎

（☎019-606-2256）、ハローワーク
沼宮内（☎0195-62-2139）

■申し込み・問い合わせ
先　同団体・杉山（☎090-
8512-1671）

水稲の草対策などを学ぶ 
有機農業セミナーを開催

　（一社）MOA自然農法文化事業
団普及会員のオーガニックエコも
りおかでは、県有機農業普及アド
バイザーによる草対策とマコモ伝
道師によるマコモの効果効能や栽
培方法などのセミナーを開きます。
■日時　2月17日㈯午前９時10分
から正午まで
■場所　ビッグルーフ滝沢
■定員　先着120人

詳細はこちら﻿

◎セミナー
■日時　3月2日㈯午後1時か
ら2時半まで※終了後、司法書士
が希望者の個別相談に応じます。
■場所　ホテルメトロポリタン盛
岡ニューウィング４階
■内容　（第一部）相続・遺言講座
※ケーキ・コーヒーをサービス

（第二部）赤十字事業紹介
■定員　先着50人

遺言・相続の相談会と 
セミナーを開催します

　県司法書士会では、相続登記義
務化に向けた「遺言・相続相談会」
と、日本赤十字社県支部と連携し

「次世代へ繋
つ な

ぐ社会貢献セミナー」
を無料で開きます。
◎相談会
■日時　2月17日㈯午前10時から
午後４時まで
■実施方法　①面談相談（予約優
先、場所：県司法書士会館）②Web
面談相談（要予約）③電話相談（フ

予約サイトはこちら﻿

リーダイヤル0120-339279）
■予約・問い合わせ先
同会（☎019-622-3372）

詳細はこちら﻿﻿

■予約・問い合わせ先
日本赤十字社県支部（☎
019-638-3610）

■応募資格　県内在住の１８歳以上

■申し込み・問い合わせ先　県広
聴広報課（☎019-629-5281）

の人（議員、公務員を除く）
■任期　４月から2年間
■応募期限　2月29日㈭

■場所　大更コミセン
■予約期限　3月14日㈭午後５時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

詳細はこちら﻿

22日㈭まで（消印有効）
■問い合わせ先　同支部

（☎019-654-7006）　

詳細はこちら﻿
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（12月届け出分）

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

中
学
３
年
の
時
に
、
平
高
の
先

輩
た
ち
の
試
合
を
見
て「
自
分
も

こ
の
チ
ー
ム
で
野
球
が
し
た
い
」

「
試
合
に
出
て
活
躍
し
た
い
」と
思

い
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

部
活
動
と
学
業
を
両
立
さ
せ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。野
球
部
で
は
、

部
の
目
標
で
も
あ
る「
夏
の
大
会

で
２
勝
」す
る
た
め
に
、
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
冬
の
練
習

は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
目
標
達

成
の
た
め
に
チ
ー
ム
み
ん
な
の
心

を
一
つ
に
し
て
、
テ
ィ
ー
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
食
事
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
勉
強

は
、
隙
間
時
間
を
上
手
く
使
っ
て

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
平
高
の
楽
し
い
と
こ
ろ
や
魅
力

他
の
高
校
に
は
な
い
、
か
る
た

大
会
や
ス
キ
ー
授
業
が
あ
り
、
充

実
し
た
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数
の

学
校
な
の
で
、
先
生
が
丁
寧
に
勉

強
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
授
業
で

わ
か
ら
な
い
問
題
も
、
す
ぐ
先
生

に
質
問
し
て
解
き
方
を
教
え
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
将
来
の
夢
・
進
路
は
？

高
校
卒
業
後
の
進
路
希
望
は
、

就
職
で
す
。
具
体
的
に
は
決
め
て

い
ま
せ
ん
が
人
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
仕
事
に
就
き
、
地
域
貢
献

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

夏の大会では守備の要ショートにつき、好プレーでチーム
を鼓舞する工藤さん（写真中央）

47

　１学年を対象に「働く人講座～先輩の話を聞く
会～」が 12月14日、平高視聴覚室で開かれました。
　講座は、各企業や事業所で働く先輩の話を聞き、
卒業後の進路について具体的に考える契機とする
もので、市内外から９つの企業・団体に参加してい
ただきました。本校のＯＢ・ＯＧが講師となって参
加した企業も多く、仕事内容、就職に向けての心構
え、それぞれの企業・職種から見た高校生のうちに
身に付けておいて欲しいこと、働くことの意味やや
りがいについて講話いただきました。また高校時代

をふり返り、今に生
かしていることや、
やっておけば良かっ
たこと、後輩たちに
多くのメッセージも
届けてくれました。

平高noteは
こちら﻿から

平高HPは
こちら﻿から

平高の魅力や話題を発信します

（問い合わせ先) 平舘高校 ☎ 74-2610
HP　http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

平高公認キャラクター

「平
ひらまる

丸くん」
参加した生徒の感想ミライの自分を考える  １学年進路講演会

働く上での心構えを学ぶ生徒たち（右）

　家政科学科１年　小林　美
み ゆ

優

　勉強をしっかりとやって、部活・生徒会・家庭クラブ

なども頑張っていきたい。挨拶・言葉づかいなどは今ま

で通り気を付けるほか、自分をアピールできるところを

たくさん増やせるように、意識して学校生活を送りたい。

　普通科１年　渡辺　帆
ほ の か

香

　あいさつ、時間をうまく使う、高校生のうちにできる

資格の取得、分からないことはそのままにせず友人や先

生に積極的に聞いてメモすることを意識していきたい。

　普通科１年　田代 のどか

　今回教えていただいた社会人になるために必要なこと

をしっかり身に付けていきたい。資格取得など、自ら失

敗を恐れずに挑戦することや何事にも最後まで諦めずに

頑張るようにしたい。

工藤 和
か ず と

都さん
（普通科２年：安代中出身）

硬式野球部キャプテン
ショート・キャッチャー

一緒に、野球と
勉強に打ち込も

う！

※個人情報保護の観点から、ホームページには掲載しないこととしました。

健やかに

（行政区・性別・保護者）

　

　

　

　

安らかに安らかに

お幸せに

（
（

■人口の動き【12月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,389（－24） 6,295（－16）
松 尾 5,407（＋23） 2,607（＋24）
安 代 3，745（－6） 1,710（＋2）
合 計 23,541（－7） 10,612（＋10）
男 性 11,368（＋5）
女 性 12,173（－12）

出生 4 死亡 34
転入 67 転出 44

項 目 12月 令和5年１月からの累計

人身事故 1（0） 26（19）
物損事故 76（78） 497（483）
負 傷 者 1（0） 30（31）
死 者 0（0） 0（1）
飲酒運転 0（1） 5（2）
火 災 1（0） 6（13）
救 急 105（133） 1,386（1,357)

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数
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食
生
活
改
善
推
進
員
に
料
理
教
室
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
健
康
福
祉
課
ま
で
。

Vol.08

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

作
り
方

今月は

①
米
は
洗
っ
て
浸し

ん
せ
き漬

さ
せ
る
。フ
キ
は

斜
め
に
薄
く
切
る
。
ニ
ン
ジ
ン
は
皮
を

む
い
て
せ
ん
切
り
、
ゴ
ボ
ウ
は
さ
さ
が

き
に
す
る
。

＊
お
好
み
で
乾
燥
し
い
た
け
や
油
揚
げ

を
入
れ
て
も
お
い
し
い
。

②
炊
飯
器
の
釜
に
①
と
A
を
入
れ
、
３

合
の
目
盛
ま
で
か
つ
お
だ
し
を
加
え
て

炊
飯
す
る
。

③
絹
サ
ヤ
は
塩
ゆ
で
し
て
斜
め
細
切
り

に
す
る
。

④
炊
き
上
が
っ
た
ら
全
体
を
混
ぜ
合

わ
せ
て
器
に
盛
り
、
③
を
添
え
る
。

フ
キ
の
炊
き
込
み
ご
飯

　

市
に
は
、
春
は
山
菜
、
秋
は
き
の
こ

と
い
っ
た
、
山
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

が
多
く
あ
り
ま
す
。
春
に
収
穫
し
た
山

菜
を
水
煮
や
塩
漬
け
で
保
存
し
、
一
年

を
通
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

フ
キ
は
特
徴
的
な
香
り
や
苦
み
の
成

分
を
持
ち
、
こ
れ
ら
の
成
分
に
は
抗
酸

化
作
用
が
あ
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
老
化
防
止
、

免
疫
力
を
高
め
、
風
邪
を
防
ぐ
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。

60
調理時間
約

分
-１人当たり -

271kcal/塩分 0.9ｇ

- 今月の担当　松尾地区 -
左から高橋美代子さん、鈴木京子さ
ん、工藤千代美さん、中軽米こう子
さん

- 材 料 -
　  【６人分】

☆米…３合
☆フキ（水煮）…180g
☆ニンジン…50g
☆ゴボウ…50g
☆かつおだし…３合分
☆めんつゆ…大さじ２
☆しょうゆ…大さじ１
☆みりん…大さじ 1/2
☆白だし…大さじ 1/2
☆塩…ひとつまみ
☆絹サヤ…適宜

A

　大きいしゃぼん玉や小さいしゃぼん玉を作るに
はどうしたら良いでしょう。一度に２本のストロー

◆新着ピックアップ
『しゃぼんだま』

小林 実／ぶん　林 明子／え　福音館書店／出版

を使ったり、太いパイ
プで吹いてみたり、針
金の輪っかを使った
ら、どんなしゃぼん玉
ができるかな。しゃぼ
ん玉あそびのヒント
が詰まった絵本です。
いろいろなやり方を
試して、大きなしゃぼ
ん玉を遠くまで飛ば
してみよう。

◆ひざ掛け貸し出します

◆蔵書点検による休館のお知らせ
市立図書館およびコミセン図書室では、次の日程で

蔵書点検を行います。点検期間中は返却のみ可能です。
▶松尾コミセン図書室　２月13日㈫・14日㈬

▶市立図書館　３月４日㈪から８日㈮まで
▶荒屋コミセン図書室　２月27日㈫・28日㈬

※２月19日㈪から蔵書点検終了まで、市立図書館
の閉架書庫にある資料は、利用できません。

　足元が寒い時に使える、貸し出
し用ひざ掛けを用意しました。
　利用は館内のみとし、使用後は
元の場所に戻してください。な
お、数に限りがありますので譲り
合って使用してください。

図書館ＨＰはこちら﻿

博物館ＨＰはこちら﻿

展示資料紹介「注
ちゅうこう

口土器」

　本館で常設展示中の「注口土器」を紹介します。
◆液体を注いだと考えられる土器
　写真の注口土器は、安代地区の曲

ま が た

田Ⅰ遺跡から出土
した縄文時代晩期（今から約2,800年前）のものです。
　注口土器とは、土器の側面に細い管

く だ

状の注ぎ口が
付いた縄文土器です。現代の急須に似た形をしてる
ので液体を注ぐために使ったとする説があります
が、具体的にどんな液体を入れていたかは分かって
いません。また、縄文時代晩期の注口土器は、注ぎ

口の先端部分がすり減っているものが多い傾向にあ
るため、注ぎ口に直接口をつけるような使い方をし
ていたのではないかという指摘もあります。

注口土器（八幡平市蔵）

亀ヶ岡文化　縄文時代晩期（今から約3,000～2,000年前）
に北海道渡

お し ま

島半島から東北地方に栄えた縄文文化。遮光
器土偶や工芸品のような精巧な作りの土器が特徴

正面 側面

◆亀ヶ岡文化の成立を知る上で重要な資料
注口土器は東日本を中心に、縄文時代後期から晩期

に出土しますが、点数は少なく、日常で使う道具では
なかったと考えられています。写真の注口土器は竪穴
住居跡からの出土ですが、精巧な作りと複雑な文様が
施されているため、日常用具として使われたものでは
なく、儀式などの非日常的な特別な場面で使われたと
考えられます。また、この注口土器は文様の特徴など
から安比川流域と馬淵川流域における亀ヶ岡文化の
成立を知る上で重要な資料であるといえます。

北森駅
第８回目は

　北森駅は昭和36年に、現在より500㍍北側
の場所に開業。平成27年3月に庁舎併設の駅
として現在の場所に移転しました。
　駅から庁舎へつながり、待合室としても利用さ
れている結のひろばは、地中熱を利用した空調シ
ステムが導入され、自然エネルギーを有効活用し
た造りになっています。ひろばには、戦後を代表
する彫刻家の故・船越保

や す た け

武氏の作品「杏
あんず

」や、ス
キーなど八幡平の自然に親しんだ故・高松宮さま
とのゆかりを今に伝える「もみやまの鐘」に加え、
歳時に合わせた市民サークルや小中学生の作品
など、折々で変わる展示を楽しむことができます。
　市役所への来庁には、花輪線を利用してみ
ませんか。

北森駅で下車して作品鑑賞

　JR花輪線の魅力と駅周辺の見どころを紹介。列車に揺られて、のんびり
と市内の名所を楽しんでみませんか。

北
森
駅

八幡平消防署
松尾出張所

市役所本庁舎

市社会福祉協議会

コンビニエンスストア

松尾郵便局

松野小学校

交通広場

岩手警察署
松尾駐在所

　２月14日㈬から税の申告
相談が始まります。会場は、
駅併設の庁舎多目的ホール
棟です。

駅から交通広場までを結ぶ自由通路は、市民
公募により「結ロード」と名付けられました。

駅とひろばを結ぶスペースには、季節に合わ
せた作品が展示されています。
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

知ってナッ得

みんなの
安心

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
消防防災係 ☎・内線 1261

す
る
検
討
会
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。
検
討
会
が
有
識
者

の
助
言
を
得
て
取
り
ま
と
め

た
現
在
の
火
山
活
動
に
つ
い

て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で

す（
一
部
抜
粋
）。

▽
岩
手
山（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

活
火

山
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）

　
火
山
活
動
に
特
段
の
変
化
は
な
く
、
静

穏
に
経
過
し
て
お
り
、
噴
火
の
兆
候
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
秋
田
駒
ヶ
岳（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１

活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）

県検討会HP

岩
手
山
噴
火
危
機
か
ら
25
年

円
滑
な
避
難
の
た
め
準
備

　
平
成
10
年
２
月
、
岩
手
山
は
急
速
に
火

山
性
地
震
が
増
え
、
同
年
６
月
に
は
、
気

象
庁
が
噴
火
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
幸
い
噴
火
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
岩
手
山
へ
の
入
山
が
規
制
さ

れ
た
こ
と
や
、
雫
石
町
で
同
年
９
月
に
発

生
し
た
最
大
震
度
６
弱
の
逆
断
層
型
地
震

の
影
響
も
あ
り
、
市
内
観
光
は
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

●
県
内
火
山
の
現
状

県
で
は
、常
時
観
測
火
山（
岩
手
山
、秋

田
駒
ヶ
岳
、栗
駒
山
）の
状
況
把
握
な
ど
を

目
的
と
し
た「
岩
手
県
の
火
山
活
動
に
関

防災

気象庁HP﻿

　
山
頂
付
近
で
は
、平
成
29
年
９
月
以
降
、

火
山
性
地
震
の
発
生
頻
度
が
や
や
高
い
状

態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
女
岳
付
近
で
は

27
年
頃
に
か
け
て
地
熱
域
の
拡
大
が
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
大
き
な
変
化
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
震

活
動
や
熱
活
動
が
高
ま
っ
た
状
態
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
火
山
活
動
の

推
移
に
留
意
が
必
要
で
す
。

●
噴
火
に
備
え
る
取
り
組
み

　

市
は
噴
火
に
備
え
る
取
り
組
み
と
し

て
、
避
難
促
進
施
設
の
指
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
岩
手
山
火
口
近
く
に
位

置
す
る
施
設
や
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

す
る
施
設
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る
配
慮

者
が
利
用
す
る
施
設
な
ど
、
円
滑
か
つ
迅

速
に
避
難
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
認
め

る
施
設
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
各
施
設

と
連
携
し
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

●
火
山
は
わ
た
し
た
ち
の
身
近
に

い
つ
、
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
れ

ぐ
ら
い
の
規
模

で
起
こ
る
の
か

想
定
で
き
な
い

の
が
火
山
噴
火

で
す
。
火
山
が

身
近
に
あ
る

こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま

せ
ん
。

防災マップで避難場所などを確認し、
災害に備えましょう

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

第5回県小学生クロスカントリー
スキー大会を開催（1月13日、14
日、15日、田山グラウンド）

第60回東北中学校スキー大会の
ジャンプ、コンバインドの両種目
を開催（1月22日、矢神飛躍台）

県中学、高等学校スキー大会アル
ペン種目を開催（1月13、14の両
日、安比高原スキー場）

周囲の理解と支えに感謝を表す田村さん（中央） 

　昨年中に春秋叙勲・危険業務従事者叙勲を受章さ
れた皆さんの功績をたたえる市叙勲受章祝賀会は、
１月１９日、いこいの村岩手で開かれました。　
　佐々木孝弘市長は「ひたむきな活動による功績に心か
ら敬意と感謝を表する」とあいさつ。受章者に記念品を
贈呈し、その歩みをねぎらいました。秋の叙勲を受章し
た田村孝

たかし

さん＝松久保＝は「真面目に仕事や議員活動に
取り組んできた。受章はこれまで協力いただいたみなさ
んのおかげ」と周囲への感謝を述べました。

受章者のみなさんにお祝いの言葉を述べる佐々木市長（左）

活動の経験は自分の宝物と話す遠藤さん

人権相談や啓発活動に尽力
長年にわたる活動に法務大臣から感謝状贈呈

　退任人権擁護委員法務大臣感謝状贈呈式は１月18
日、市役所で行われ、遠藤友

と も こ

子さんに盛岡地方法務局
長から感謝状が伝達されました。
　平成23年から12年にわたり人権擁護委員を務めた遠
藤さんは、人権相談に加え、人権教室での紙芝居や「人
権の花」運動などの啓発活動に尽力しました。
　遠藤さんは「皆さんと楽しく活動できました。人権教
室で行った、紙芝居や指人形劇を見ている子どもたちの
笑顔が印象に残っています」と充実感をにじませました。

不
動
産
の
相
続
登
記
が

４
月
１
日
か
ら
義
務
化

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
、相
続
人
は
次
の
①
ま
た

は
②
に
掲
げ
る
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
相
続

登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
相
続（
遺
言
も
含
み
ま
す
。）に
よ
っ
て

不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所

有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日

②
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
こ

れ
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

は
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日

　
義
務
化
は
、
施
行
日
で
あ
る
４
月
１
日

の
前
に
発
生
し
て
い
た
相
続
に
も
一
部
さ

か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
る
た
め
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

空家

長年の功績をたたえて
昨年の叙勲受章者を招いて祝賀会を開催
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

良い新年を迎えられるように、と願
いを込めながら門松作りに取り組ん
だ（12月24日、フォレストアイ）

市建設協同組合（遠藤忠志理事長）
がスキー大会実行委員会に大会協賛
金20万円を贈呈（1月９日、市役所）

平舘こども園年長児と同地区の老人ク
ラブ連合会が、作ったみずき飾りを市
役所などへ届ける（１月５日、市役所）

地域の宝を寺子屋で育む
地域ぐるみで冬休み期間の学習をサポート

丁寧な解説を受け理解が深まった様子の児童

ミズキのようにすくすくと
保育所の児童が小正月の伝統行事を体験

　松尾保育所の児童 53人は１月16日、同所で小正月伝
統のミズキ飾り作りを行いました。
　はじめに先生が五穀豊穣や火災予防、子どもの成長
など、伝統行事に込められた意味を説明。児童はにぎや
かな声を上げながら団子を丸めて飾り付けつけると、
華やかなミズキ飾りが出来上がりました。
　ゆり組（5歳児クラス）の松浦千

ち さ

沙ちゃんは「団子を
作るのは楽しかった。火事にならないように、元気に大
きくなるようにお願いをした」と笑みを浮かべました。ミズキに四季を意味する4色の団子の花を咲かせる児童

西根ライオンズクラブが、クリスマス
家族会で行ったオークションの売上金
を寄付（12月20日、市社会福祉協議会）

　市教育委員会は12月26日、英語を使ったコミュニ
ケーションに親しんでもらおうと、市内の小中学生
を対象にイングリッシュキャンプを行いました。
　中学生コースでは、グループに分かれ、市の魅力を紹
介する文章を作成。紹介したい景色なども会場に映しな
がら、英語によるプレゼンテーションに挑戦しました。
　スキー場やアイスクリームの紹介をした畠山結

ゆ い

衣さ
ん（安代中２年）は「発表が緊張した。英語を勉強して海
外で使えるようになりたい」と思いを新たにしました。 自然や温泉など市内の魅力を英語で発表する生徒

市の魅力を英語でプレゼン
小中学生がゲームや発表を通しスキルを向上

募った被災地への想い託す
安代中が能登半島地震災害の義援金を送る

　安代中は１月１８日、能登半島地震による被災地支援の
ため募った義援金を日本赤十字社県支部へ寄託しました。
　募金活動は生徒会が発案したもので、１月１１、１２の両
日、学校近くのコンビニエンスストア前などで実施。
集まった義援金は前年に行ったイスラエル・ガザ人道
危機救援募金とともに同社県支部の職員に手渡しまし
た。斉藤陸

り く と

斗さん（２年）は「少しでも、被災した人の力
になれるようにと活動した。不足物資の確保などに使
われれば良いと思う」と思いを込めました。　県支部職員（左）に義援金を寄託した安代中生と高橋校長（右）

　市のIT起業家支援プログラム「スパルタキャンプ」の
卒業生で、市起業家支援センターでアプリ開発に取り
組む金野利

と し や

哉さん＝大更＝が開発した救命救急アプリ
「ベットサイドヒーロー」が、東北総合通信局など主催
の起業家万博東北地区大会で最高賞に輝きました。
 AI（人工知能）を用い、救命現場での対応を補助す

るアプリを構築した金野さんは「青年海外協力隊での
経験から着想した。皆さんに知っていただけるよう全
国大会でも頑張りたい」と次を見据えました。世界中の人の役に立つよう展開していきたいと語る金野さん

救命アプリで全国大会へ
人工知能を利用した技術が東北大会で評価

優しく声を掛けられながら、バッティングに挑戦する児童

　平舘学童保育クラブ（指定管理者：NPO法人七時
雨いきいきネットワーク）は12月11、21の両日、野球
の楽しさに触れてもらおうと、平舘高校の野球部員
を講師に、野球体験教室を開きました。
　部員の指導を受けながら、打撃練習などを体験した
児童たちはホームランに大喜びする姿も見られ、大い
に野球を楽しんだ様子でした。体験教室に参加した加
藤勇

ゆ う た

太さん（平舘小４年）は「ボールを打つのが一番楽
しかった。またやってみたい」と目を輝かせました。

コーチは平舘高の野球部員
体験教室で児童に野球の楽しさを伝える

　地域住民が先生となり、児童の学習を見守る寺子
屋学習塾（寄木小学校運営協議会主催）は12月26日か
ら28日までの３日間、寄木小で開かれました。
　26日は１～５年生の児童13人が、冬休みの宿題な
どを持ち寄り参加。先生から解説をしてもらいなが
ら、理科や算数ドリルなどに取り組みました。
　参加した照井美

み お ん

穏さん（寄木小１年）は「国語のド
リルを12㌻も進められた。漢字の正しい書き順を教
えてもらえてうれしかった」と声を弾ませました。

田山小１・２年生と田山・舘市コミセ
ンが共同で雪だるまを作製し、来訪者
を歓迎（１月19日、田山グラウンド付近）
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ジ
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ス
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平
選
手
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ら
、市
内
の
小
学
校
宛
て

に
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が
届
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ま
し
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。触
れ
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く

て
そ
わ
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わ
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〇

▽
１
月
中
旬
に
近
隣
市
町
と
合
同
で
広

報
紙
の
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。広
報
は

ち
ま
ん
た
い
の
改
善
点
な
ど
を
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体
的

に
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て
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、他
市
町
と
の
情
報
交

換
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な
り
ま
し
た
。研
修
会
で
学
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だ
こ
と
を
生
か
し
て
、さ
ら
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わ
り

や
す
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広
報
紙
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っ
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い
け
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よ
う

頑
張
り
ま
す
。　

千○

127

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
馬
と
向
き
合
う

馬ふん堆肥を利用したマッシュルーム栽培などに
取り組む両親との４人暮らし。姉の友希那さんは、
いろいろな料理に合うマッシュルームを使った料
理が得意。慶歌さんは、馬や手作りのお菓子を写真
に撮るのにハマっている。２人とも好きな言葉は、
アニメで知った「なせば大抵なんとかなる」。

　
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
特
別
国
民

体
育
大
会（
か
ご
し
ま
国
体
）馬
術
競

技
に
出
場
し
、
姉
妹
で
組
ん
だ
少
年

団
体
障
害
飛ひ

え
つ越
で
３
位
入
賞
を
果
た

し
た
船
橋
友
希
那
さ
ん
と
慶
歌
さ

ん
。姉
の
友
希
那
さ
ん
が「
競
技
中
も

声
援
が
聞
こ
え
、
馬
も
頑
張
っ
て

ゴ
ー
ル
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
」と
喜
ぶ
と
、
妹
の
慶
歌
さ
ん
も

「
初
め
て
の
国
体
で
、
気
負
わ
ず
に
、

結
果
は
残
ら
な
く
て
も
満
足
い
く
よ

う
に
ゴ
ー
ル
を
切
る
こ
と
を
考
え
て

ま
し
た
」と
う
れ
し
そ
う
に
微
笑
む
。

　

引
退
し
た
競
走
馬
の
飼
育
な
ど
を

営
む
両
親
の
も
と
、馬
と
家
族
の
よ
う

に
育
っ
た
２
人
。本
格
的
に
競
技
を
始

め
た
の
は
中
学
に
入
っ
て
か
ら
。「
い

ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
」と
語
る
友
希
那
さ
ん
は
、
追

い
か
け
る
よ
う
に
始
め
た
妹
と
一
緒

に
競
技
と
向
き
合
っ
て
き
た
。

　

心
の
状
態
や
馬
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
か
ら
、メ
ン
タ

ル
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
馬
術
競
技
。

友
希
那
さ
ん
は
、個
人
種
目
で
出
場
し

た
前
回
の
栃
木
国
体
を「
馬
の
調
子
も

悪
く
、自
分
も
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
、失

権
※
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」と
振
り
返

る
。
経
験
を
糧
と
し
、馬
の
調
整
に
も

特
に
注
意
を
払
っ
て
迎
え
た
今
国
体
。

２
人
１
組
の
団
体
種
目
で
は
慶
歌
さ

ん
と
ペ
ア
を
組
ん
で
臨
み
、見
事
に
姉

妹
で
の
表
彰
台
を
獲
得
し
た
。

　
少
年
ダ
ー
ビ
ー
競
技
で
も
４
位
に
入

賞
し
た
友
希
那
さ
ん
は「
多
く
の
人
の

支
え
と
愛
馬
の
頑
張
り
を
結
果
で
返
す

こ
と
が
で
き
、心
か
ら
嬉
し
く
思
う｣

と

振
り
返
り「
将
来
は
、
馬
の
能
力
を
ス

ポ
ー
ツ
や
社
会
で
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
」と
思
い

を
抱
く
。
ま
た
、慶
歌
さ
ん
は
、馬
の
魅

力
を｢

癒
し
や
元
気
を
も
ら
う
だ
け
で

は
な
く
、
共
に
競
技
に
取
り
組
み
、
成

長
出
来
る
と
こ
ろ｣

と
笑
み
を
広
げ
る
。

設定された障害をク
リアする友希那さん﻿

制限タイムの超過などにより完走できないこと※

　
思
い
を
丁
寧
に
語
る
２
人
の
姿
か

ら
、
真
摯
な
人
柄
と
馬
へ
の
愛
情
が

に
じ
み
出
る
。
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